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ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
お
が
さ
わ
ら 

村
民
説
明
会
の
開
催 

  

「ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
お
が
さ
わ
ら
（Ｔ
Ｓ
Ｌ
）」の

就
航
に
向
け
て
、
村
民
の
皆
様
へ
の
説
明
会
を
、
国

土
交
通
省
や
小
笠
原
海
運
な
ど
関
係
者
の
出
席
を
得

て
、
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

先
月
、
命
名
式
お
よ
び
進
水
式
を
終
え
た
「
ス
ー

パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
お
が
さ
わ
ら
」の
現
況
に
つ
い
て
報

告
し
、
併
せ
て
村
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
３
日
（金
） 

午
後
７
時
～
８
時
30
分 
《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
４
日
（土
） 
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

《
場
所
》
村
民
会
館
体
育
室 

 

●
問
合
せ
先 

企
画
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
２
０ 

 

「小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
」 
 
 
 
 
 
 

を
策
定
し
ま
し
た 

 
 

東
京
都
は
、
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法

に
基
づ
く
「小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
（平
成
16

～
20
年
度
）
」を
策
定
し
ま
し
た
。 

 

本
計
画
は
小
笠
原
諸
島
の
今
後
５
年
間
の
振
興
開

発
の
方
向
を
示
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

 

計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
総
務
局
お
よ

び
村
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。ま
た
、

村
役
場
企
画
課
お
よ
び
母
島
支
所
の
窓
口
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

企
画
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
２
０ 

街
並
み
景
観
を
考
え
る
会
の
開
催 

 

小
笠
原
の
気
候
風
土
と
共
生
し
た
建
物
や
街
並
み

の
あ
り
方
を
検
討
し
、
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（案
）に

生
か
し
て
い
く
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
す
。 

ま
た
、
都
道
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
し
て
住
民
の

方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、
実
際
の
道

路
空
間
に
設
置
す
る
試
み
（社
会
実
験
）も
同
時
に
行

な
い
ま
す
。 

皆
様
の
意
見
を
街
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
西
町
・
東
町

地
区
以
外
に
お
住
ま
い
の
方
々
も
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

 

◎
街
並
み
景
観
を
考
え
る
会 

 

【
日
時
】
12
月
11
日
（土
）
午
後
７
時
～ 

 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

【
内
容
】 

①
小
笠
原
の
気
候
風
土
と
の
共
生 

②
都
道
リ
フ
ォ
ー
ム
の
素
案 

 

◎
都
道
リ
フ
ォ
ー
ム
の
社
会
実
験 

 

【
実
験
素
材
の
準
備
】 

《
日
時
》 

12
月
12
日
（日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

（
随
時
受
付
） 
《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

【
社
会
実
験
の
実
施
】 

《
日
時
》
12
月
16
日
（木
）
午
後
２
時
～
４
時 

《
場
所
》
生
協
横 

三
角
広
場
周
辺 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

企
画
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
２
０ 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 

民
生
委
員
・児
童
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た 

 

前
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
、

12
月
１
日
付
で
、
５
名
の
方
が
新
た
に
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持

ち
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
生
活
に
困
っ
て

い
る
方
や
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
、
ひ
と
り
親
家

庭
、
児
童
生
徒
、
お
年
寄
り
な
ど
の
こ
と
で
問
題
を

抱
え
て
い
る
方
の
よ
き
相
談
相
手
や
、
行
政
と
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

近
年
、
児
童
虐
待
や
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
が

増
え
つ
つ
あ
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
果
た
す

役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
お
困
り

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
11
月
30
日
付
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
、
小

笠
原
愛
作
委
員
、
赤
間
泰
子
委
員
、
水
野
裕
子
委
員

の
皆
様
に
は
、
長
年
の
ご
活
躍
に
対
し
ま
し
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】 

《
父
島
》 

南 

美
幸 

 
 
 
 

２
―
２
２
２
１ 

セ
ー
ボ
レ
ー 

悦
子 

２
―
２
５
４
０ 

松
原 

政
美
（主
任
児
童
委
員
） 

２
―
３
１
２
３ 

《
母
島
》 

平
賀 

洋
子 

 
 
 

３
―
２
１
４
０ 

茂
木 

雄
二 

 
 
 

３
―
２
３
３
７ 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

小
笠
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の
開
催
日 

  

第
33
回
小
笠
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
、
１
月

23
日
（日
）に
開
催
い
た
し
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
号
の
村
民
だ
よ
り
で
お
伝

え
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

                 編集・発行   小笠原村総務課

                 〒100－2101 

                    東京都小笠原村父島字西町

TEL 04998 (2) 3111
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ホームページアドレス                        
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小笠原村の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

11/25現在

父島 

88.5/100 

母島  

92.2/100 

10月気象状況（父島）

最高気温   31.1℃ 

最低気温   23.3℃ 

平均気温   27.2℃ 

平均湿度   79％ 

月降水量   136mm

住民基本台帳登録者数（11/１） 

            2,369人 

             父島      母島   

   人口     1,924人   445人 

  世帯数    1,033     239 

短期滞在者        8人      40人 

ＮＯ．４９１ 

平成16年(2004) 

12/１(水) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり
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１　人件費の状況 （平成１５年度普通会計決算）
区　分 歳出額(A)　(千円) 人件費(B) (千円) 人件費比率(B)/(A)

平成１５年度 3,837,506 630,344 16.43%

＊人件費には、特別職に支給される給料、報酬等が含まれています。

２　職員給与費の状況 （平成１５年度普通会計決算）
給与費 一人当たり給与費

区　分 職員数(A) 給料(千円) 職員手当(千円) 期末勤勉手当(千円) 計(B) (B)/(A)(千円)

平成１５年度 83 254,170 102,898 101,921 458,989 5,530

※公営企業会計の職員給与費は含まれていません。

３　職員の初任給（給料）の状況 （平成１６年４月１日）
小笠原村 国

初任給 採用後２年 初任給 採用後２年

大学卒 170,700 177,400 170,700 177,400

高校卒 143,300 148,500 143,300 148,500

※一般行政職とは、総務省による地方公務員給与実態調査によって区分される、税務職、医師職、看護・保健職、福祉職、企業職、技能労務職の

　 いずれにも該当しない職員をさします。

４　職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況 （平成１６年４月１日）
区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 281,100 338,100 36歳11か月

※給与は給料に扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当等の月額を加算したものです。

区　　　分 小笠原村 国 区　　　分 平成１４年度 平成１５年度

期末　　1.40月 期末　　1.40月

勤勉　　0.70月 勤勉　　0.70月

期末　　1.60月 期末　　1.60月    普通昇給期間

勤勉　　0.70月 勤勉　　0.70月    (12月)を短縮して 24 20

３月期 ― ―    昇給した職員数(B)

合　　計 4.40月 4.40月 比率(B)/(A) 38.71% 32.26%

７　特別職の給料・報酬および期末手当の状況 (平成１６年４月１日）
区分 給料・報酬の月額

村　長 650,000  6月期 1.60月

助　役 給　　料 580,000 12月期 1.70月

収入役 550,000 3月期 ―

議　長 240,000  6月期 1.60月

副議長 報　　酬 195,000 12月期 1.70月

議　員 176,000 3月期 ―

８　一般行政職の級別職員数の状況 （平成１６年４月１日）
区分 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級

職務内容 課　　長 課長補佐 係　　長 主　　任 主　　事 主　　事

職員数 16 4 18 11 12 1

構成比 25.81% 6.45% 29.03% 17.74% 19.35% 1.61%

１年前の職員数 16 4 16 10 16 0

1年前の構成比 25.81% 6.45% 25.81% 16.13% 25.81% 0.00%

９　退職手当の状況
普通退職 定年退職

（月分） （月分）

勤続20年 24.25 36.50

勤続25年 32.50 47.75

勤続35年 49.75 60.95

最高限度 59.20 60.95

加算措置 なし

退職時の特別昇給 なし

１０　定員の状況 （平成１６年４月１日）

平成１５年 平成１６年 平成１５年 平成１６年

議　　会 2 2 0 0

総　　務 27 26 1 △ 1

税　　務 3 4 0 1

民　　生 19 20 1 1

衛　　生 16 13 △ 3 △ 3

農林水産 0 0 0 0

商　　工 4 6 0 2

土　　木 9 8 △ 1 △ 1

教　　育 3 4 0 1

小計 83 83 △ 2 0

水　　道 5 4 0 △ 1

その他 1 2 △ 1 1

小　　計 6 6 △ 1 0

合　　計 89 89 △ 3 0

※職員数は一般職に属する職員数であり、東京都派遣職員、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時職員または非常勤職員を除いています。

小笠原村総務課総務係 ２－３１１１

対前年増減数

期末手当支給割合

公営企業等会計 下水道事業会計増設のため増員
下水道事業会計増設のため減員

区　　　　分 職　　員　　数

部　　　　門

普通会計

一般行政職

区分

支　給　率

主な増減理由

東京連絡事務所欠員不補充

財政課副参事（税務担当）増員

◇◆◇◆◇村職員給与の状況◇◆◇◆◇
職員の給与は、村議会の審議を経て、条例で決められています

村民の皆様にご理解をいただく参考として職員給与などのあらましをお知らせします

区分

村民課住民係欠員不補充

保健師欠員補充、看護師欠員不補充

ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ担当増員、公営企業会計から異動

下水道事業会計増設のため減員
副参事（特命担当）増員

５．一般行政職の期末・勤勉手当の状況 (平成１６年４月１日）

６月期

１２月期

６．一般行政職の昇給期間短縮の状況 

職員数(A) 62 62

‐2 ‐
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 村民課環境衛生係からのお知らせ「循環型社会の実現に向けて」 
 

 
◎ポンコツ車の手続が変わります ― 車両抹消手続の際はご注意を！ ― 

 

来年１月１日から自動車リサイクル法が本格施行に伴い、１２月８日実施予定のポンコツ車搬出を境に、処理手続・料金体系が

変わります。新しい方式で必要な費用は下表のとおりとなります。ただし、既に車両登録の抹消手続きがお済みの場合、その手続

きによっては新しい料金体系が適用できない場合があります。詳しくはお問い合せください。 
予約手続きは、従来どおり村役場村民課・母島支所窓口で受付します。また、これまでポンコツ車の島外搬出は年６回奇数月に 
行ってきましたが、年明けからは搬出回数を大幅に増やす予定です。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※処理費用の合計額は、通常、軽自動車で１４，０００～２６，０００円程度、普通乗用車で１７，０００円～２８，０００円程度です。 

 
 

◎１２月は家電リサイクルの月です 
 

使用済みエアコン、テレビ、冷蔵庫･冷凍庫洗濯機は、毎偶数月に共勝丸で島外搬出を行っています。日程は決まりしだい村掲示

板と防災無線でお知らせします。 
 

【振込み前にメーカー名を確認してください】 
  郵便局へリサイクル料金を振込む際、製造メーカー番号を誤って記入して振込むと、搬出当日に引き取りができなくなります。

必ずメーカー名ご確認の上、振込み手続きを行ってください。記入方法など不安な方はメーカー名を控えてから役場窓口までお

越しください。特に冷凍庫はリサイクル対象品の判断が難しいため、必ずお問い合わせください。 

 
 

◎廃棄物の処理方法について 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●問合せ先 村民課環境衛生係 ２－３１１３  

料金の内訳 支払いの時期 例）軽自動車・ 
小型普通乗用車の場合 備考 

１ リサイクル料金 新車購入時、車検時、島外

搬出時のいずれかの時期 ７，０００～１８，０００円程度 
自動車メーカーが車種・装備別に料金を定めています。 

自動車再資源化協力機構のホームページで確認できま

す。（http://www.jarp.org/11/index.html） 

２ 資金管理料金 島外搬出申込後 新車 ５１０円 
それ以外 ６１０円 

自動車リサイクル促進センターが行なうリサイクル料金・マニ

フェストの管理に係る料金 

３ 海上運搬料金 島外搬出申込後 ６，０００～９，２００円程度 料金は車の全長によります。 

４ リサイクル料金以外の
処理料金 島外搬出申込後 別途見積り コンクリートミキサーや冷凍冷蔵庫など、リサイクル法の対象

外となる品目の処理料金 

有害物・危険物の出し方は正しいですか？ 
 

 村では分別収集を実施しています。その中で分別に関して問い

合わせの多い、金属類と有害物・危険物の違いについて再度確認

をしてみましょう。 
 

【金属類】  
なべ、やかん、缶（飲料缶以外：必ず中を洗う。スプレー缶：

必ず中身を使い切ってから穴を開ける。一斗缶：中身は空にし

て出す。）、アルミホイル、コンテナに入る小型家電製品、時計

類（電池は取り外す。）、家庭用ガスコンロ等 
 

【有害物・危険物】 
電池、バッテリー、はさみ・包丁（刃物は紙で包む。）、体温

計・温度計、蛍光灯・電球（交換するものが入っていた箱などに

入れておく。） 
 ※割れてしまった板ガラス・鏡・瀬戸物・コップ等は、空きび

ん・ペットボトルの回収日に割れ物と表示してコンテナに入

れてください。 

産業廃棄物は正しく処理されていますか？ 
 

産業廃棄物の不法投棄などの不適正処理が後を絶ちませ

ん。産業廃棄物は排出事業者責任で処理することが法律で義

務づけられています。 
産業廃棄物の処理委託手順は次のとおりです。 
 
１．許可を受けた産業廃棄物収集運搬業者、処分業者それぞ

れと書面で契約を結ぶ。 
２．業者に産業廃棄物を引き渡す際、管理票（マニフェスト）

を交付する。 
３．最終処分まで適正に処理されたことを、業者から送付さ

れた管理票で必ず確認する。 
 
詳しくは東京都環境局産業廃棄物対策課（０３－５３８８

－３５８６）にお問い合わせください。 
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固
定
資
産
税
の
納
期 

 
平
成
16
年
度
固
定
資
産
税
第
３
期
の
納
期
限
は
、

12
月
27
日
（月
）で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

自
動
払
込
に
よ
る
納
付
に
つ
い
て
は
、
１
月
４
日

（火
）に
指
定
の
口
座
よ
り
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。 

引
き
落
と
し
日
と
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 
２
―
３
１
１
２ 

 

村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口 

 

今
月
の
村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓
口
は
、
12

月
22
日
（水
）に
開
設
し
ま
す
。 

 

相
談
日
以
外
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

【
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

（
昼
休
み
中
も
開
設
し
て
い
ま
す
。） 

【
場
所
】
父
島 

村
民
課
住
民
係 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

父
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除 

  

村
で
は
、
毎
年
父
島
に
お
い
て
農
業
被
害
防
止
の

た
め
、
農
家
、
農
地
の
周
辺
を
中
心
に
ノ
ヤ
ギ
駆
除

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
も
11
月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
、

月
に
２
回
程
度
実
施
し
ま
す
。 

本
駆
除
作
業
は
「
銃
」
に
よ
る
作
業
で
社
団
法
人

東
京
都
猟
友
会
小
笠
原
支
部
の
協
力
に
よ
り
、
村
か

ら
の
委
託
業
務
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

実
施
日
の
前
日
に
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
を
し
ま

す
。
安
全
に
は
十
分
配
慮
し
て
実
施
し
ま
す
が
、
当

日
の
駆
除
地
域
へ
の
立
ち
入
る
場
合
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

 

ま
た
、
ノ
ヤ
ギ
の
被
害
で
お
困
り
の
農
業
者
の
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 

 

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ 

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

平
成
16
年
工
業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。 

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
年
12
月
か
ら
来

年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。 

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て

は
、統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 
 

２
―
３
１
１
４ 

東
京
都
総
務
局
統
計
部
商
工
統
計
課 

 
 
 

０
３
―
５
３
８
８
―
２
５
４
４ 
経
済
産
業
省
経
済
産
業
政
策
局
調
査
統
計
部 

産
業
統
計
室 

０
３
―
３
５
０
１
―
９
９
２
９ 

 

村
営
バ
ス
年
末
年
始
の
運
行 

 

村
営
バ
ス
は
、
12
月
29
日
（水
）か
ら
１
月
４
日

（火
）に
か
け
て
次
の
と
お
り
運
行
し
ま
す
。 

※
31
日
か
ら
２
日
の
扇
浦
線
は
増
便
し
、
約
20
分

間
隔
で
運
行
し
ま
す
。 

 

12
月
29
日
（水
）
休
日
ダ
イ
ヤ 

30
日
（木
）
休
日
ダ
イ
ヤ 

31
日
（金
）
平
日
ダ
イ
ヤ 

※
正
午
か
ら
増
便 

１ 
 

月  

１ 
 

日
（土
）
平
日
ダ
イ
ヤ 

※
終
日
増
便 

２   

日
（日
）
平
日
ダ
イ
ヤ  

※
午
後
４
時
ま
で
増
便 

３ 
 

日
（月
）
平
日
ダ
イ
ヤ 

４ 
 

日
（火
）
平
日
ダ
イ
ヤ 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課
企
業
係
２
―
３
１
１
４ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
11
月
10
日
～
11
月
26
日 

○
東
京
都
会
議
出
席 

○
国
、
都
各
部
局
打
合
せ 

○
Ｔ
Ｓ
Ｌ
進
水
式
出
席 

 

な
ど 

 
 

      

原
付
運
転
免
許
試
験
の
実
施 

 

【
日
時
】
12
月
11
日
（土
）
午
前
９
時
～ 

（
合
格
者
に
は
後
日
実
技
講
習
あ
り
。） 

 

【
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

 

【
試
験
科
目
】
交
通
法
令
の
学
科
試
験 

 

【
試
験
日
に
必
要
な
も
の
】 

○
住
民
票
（
本
籍
記
載
の
も
の
） 

○
写
真
１
枚
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
４
㎝
） 

○
受
験
手
数
料
３
４
０
０
円 

○
筆
記
用
具
（
鉛
筆
、
黒
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
） 

 

【
申
込
期
限
】
12
月
５
日
（日
） 

 
 

申
込
書
は
警
察
署
で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
０ 

 
母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
12
月
の
「母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

【
日
時
】
12
月
20
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集 

 

◎
母
島
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・ミ
ニ
デ
イ
事
業
介
護
職
員 

 

【
応
募
資
格
】
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方 

 

○
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
者（
業
務
経
験
必
須
） 

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
者 

【
勤
務
地
】 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

母
島
事
務
局 

【
採
用
予
定
日
】
平
成
17
年
３
月
１
日
以
降 

【
募
集
人
数
】
１
名 

【
会
場
お
よ
び
試
験
日
】 

○
小
笠
原
村
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

随
時 

○
東
京
竹
芝
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
内 ２
月
11
日
（金
） 

【
申
込
締
切
】
１
月
31
日
（月
）
同
日
消
印
有
効 

 

◎
ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
指
導
員 

 

【
応
募
資
格
】
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
者 

○
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
資
格
を
有
す
る
者 

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（Ａ
Ｔ
限
定
不
可
）を
有

す
る
者 

【
勤
務
地
】
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

【
採
用
予
定
日
】
平
成
17
年
４
月
１
日
以
降 

【
募
集
人
数
】
１
名 

【
会
場
お
よ
び
試
験
日
】 

○
小
笠
原
村
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

随
時 

 

○
東
京
竹
芝
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
内 ２
月
11
日
（金
） 

【
申
込
締
切
】
１
月
31
日
（月
）
同
日
消
印
有
効 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 
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東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 
東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開

催
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（予
約
が
必
要
で
す
。）。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
16
日
（木
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
17
日
（金
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

                 

１
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

12
月
１
日
よ
り
は
は
じ
ま
丸
の
運
賃
に
「燃
料
油

価
格
変
動
調
整
金
」を
適
用
し
て
い
ま
す
。 

１
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（旅
客
・
貨
物
）は
、

12
月
分
か
ら
変
更
な
く
次
の
と
お
り
で
す
。 

※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》 

 
 
 

大
人 

７
９
０
０
円
（
＋
３
４
０
円
） 

小
人 

３
９
５
０
円
（
＋
１
７
０
円
） 

《
２
等
》 

 
 
 

大
人 

３
９
５
０
円
（
＋
１
７
０
円
） 

 
 
 

小
人 

１
９
８
０
円
（
＋
９
０
円
） 
《
村
民
割
引
（往
復
）》 
大
人 

５
１
４
０
円
（
＋
２
２
０
円
） 
小
人 
２
５
７
０
円
（
＋
１
１
０
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 
０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

                   

     

専
門
診
療 

 

◎
小
児
科
（
昭
和
大
学
病
院
） 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
３
日
（金
） 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
３
日
（金
） 

午
後
３
時
～
４
時
30
分 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

◎
耳
鼻
咽
喉
科
（
昭
和
大
学
病
院
） 

 

【
父
島
】 

《
日
程
》
12
月
10
日
（金
）、
11
日
（土
）、 

13
日
（月
）、
14
日
（火
） 

《
受
付
時
間
》 

 
 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

【
母
島
】 

《
日
程
》
12
月
16
日
（木
）、
17
日
（金
） 

《
受
付
時
間
》 

 
 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

   

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 
 

今
月
は
、
小
児
科
専
門
医
師
が
来
島
し
ま
す
。
対

象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、必
ず
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
３
、
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
２
日
（木
）
午
後
３
時
～
５
時 

（
受
付
時
間 

３
時
～
３
時
30
分
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
４
日
（土
） 

午
前
の
部 

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

（
受
付
時
間 

８
時
30
分
～
９
時
30
分
） 

午
後
の
部 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分 

（
受
付
時
間 

１
時
30
分
～
２
時
30
分
） 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

                 

 

 
 
【対象者】１８歳以上でパソコン初心者の方 
 

【日程】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【場所】小笠原高校 
 

【定員】２０名（希望者多数の場合抽選） 
 

【費用】１５００円 
 

【講師】柿原 正見、上條 明弘 
 

【申込方法】 
  電話またはファックスで１２月２２日（水）まで

にお申し込みください（住所、氏名、性別、年齢、

電話番号が必要です。）。 
 
●申込み・問合せ先 
  小笠原高校 ２－２３４６（FAX２－２３４１） 

回数 日  時 内  容 

１ １月１５日（土） 
午後２時～５時 

Windowsの 
基本操作 

２ １月２２日（土） 
午後２時～５時 Excelの使い方１ 

３ １月２９日（土） 
午後２時～５時 Excelの使い方２ 

４ ２月 ５日（土） 
午後２時～５時 

PowerPoint 
の使い方 

５ ２月１２日（土） 
午後２時～５時 

インターネット 
の使用方法 

小笠原高校コンピュータ講座 
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―  健康福祉課  ―   

―  第 ６４ 号  ―   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪ 健診結果を生かすために！ ～ Part.1 高脂血症って何だろう ～ ≫ 

高脂血症とは、コレステロールと中性脂肪のどちらか、または両方が血液中に多くなっている状態です。 

１．コレステロールとは ～ 善玉（HDL）と悪玉（LDL）の働き ～  

ついつい悪者にしがちですが、コレステロールは身体に不可欠な物質です。私たちのからだは約60兆個の細胞から

できており、コレステロールはこれらの細胞膜などを作っています。通常、血液中にあるコレステロールは、食物から

とりこんだものがすべてではなく、その 60～70%が肝臓で合成されています。また、血液中の量や合成量も肝臓で

調整され、体内のバランスを保っています。 

皆さんもご存知なように、コレステロールには善玉（HDL）と悪玉（LDL）があります。善玉（HDL）は、血管か

ら悪玉（LDL）を引っ張りだして回収し、肝臓に戻す働きがあり、悪玉（LDL）は、血管（細胞や臓器）にコレステ

ロールを輸送する働きがあります。悪玉（LDL）が多すぎたり、善玉（HDL）が少ないとコレステロールの輸送と回

収のバランスがくずれ、血管の壁にコレステロールが取り残されてしまいます。 

（正常値：LDL50～140mg/㎗  HDL45～100mg/㎗  ※医療機関によって若干異なります。） 

◎コレステロールは高すぎても低すぎても問題 

総コレステロールが多すぎると、動脈硬化が進み（コレステロールが血管の壁を厚くして血管がつまる！）、心筋梗

塞が多くなります。逆に低すぎると、血管の細胞が弱くなり、脳出血が多くなります。 

（正常値：130ｍｇ～220ｍｇ ※医療機関によって若干異なります。） 

２．中性脂肪とは 

人間が活動していくために必要なエネルギー源、車でいえばガソリンとも言えます。 

◎アルコールや糖質、脂質などカロリーの過剰が中性脂肪になる  

私たちは糖質や脂質をエネルギー源として活動していますが、消費量より摂取量の方が多くなると、いったん中性脂

肪につくりかえられ、血液中を流れて、からだの脂肪組織に蓄えられます。 

◎中性脂肪も高すぎても低すぎても問題 

中性脂肪値が高い（150mg以上）と動脈硬化をはじめとする成人病をまねき、中性脂肪が肝臓にたまって脂肪肝を

おこす可能性があります。また、極端に高い（500mg以上）と中性脂肪の塊の大きいものが膵臓の毛細血管をつまら

せ、細胞を傷つけて急性すい炎の危険性が高くなります。逆に低すぎる（40mg 以下）と、脂肪に溶けて血液中を流

れるビタミンA・Eやからだにとって大切な必須脂肪酸が少なくなり、夜盲症・抵抗力の低下・皮膚炎症などがおきる

可能性があります。（正常値：50～150mg ※医療機関によって若干異なります） 

３．血液中の脂質のなりたち ～ 中性脂肪とコレステロールの関係 ～ 

   水（血液）と油（脂肪）は溶け合いません。そこで、特別なたんぱくの衣を着て血液中を流れています。中性脂肪も

コレステロールも、同じたんぱくの衣を着て運ばれています（主に中性脂肪がたんぱくの衣をきたもの＝VLDL、コレ

ステロールがたんぱくの衣を着たもの＝LDL（コレステロールを細胞や臓器に運ぶもの）・HDL（コレステロールを回

収して肝臓へ運ぶもの））。食事として摂られたコレステロールや中性脂肪などの脂質は、小腸で吸収され、肝臓でたん

ぱくの衣をきます。筋肉や脂肪組織などの毛細血管を循環して、必要なコレステロールや中性脂肪を供給し、さらに小

さな粒子の LDL が細胞や臓器へ供給、余分なコレステロールは HDL が回収して肝臓へ。このため、中性脂肪値が高

いと代謝バランスが崩れて、HDLコレステロールが低くなるなど相互に関係しています。 

※ 次回は、“ Part２．高脂血症を改善するには ” をお話しします。 

『 地域で共に暮らす  ～12月３日から9日は障害者週間～ 』 

 誰もが住み慣れた地域の中で、安心して、自立した生活を営むこと。

障害がある人も安心して出かけ、働く場や社会活動に参加する場所が

あったり、また、地域でいきいきと生活する中で、地域の人たちとふ

れあい、共に暮らすことの大切さが身近に感じられる、そんな地域社

会であってほしいと思います。 

 ふれあいを大切に、共に暮らす社会を身近に感じていますか？ 



  NO．491    平成 16（2004）年 12月 1日（水）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-7- 

     

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

「
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
ど
う
な
る
の
？
」
③ 

 【
ど
の
地
域
が
登
録
さ
れ
る
見
込
み
な
の
？
】 

①
登
録
基
準
と
の
適
合
性 

世
界
遺
産
へ
登
録
さ
れ
る
に
は
、
世
界
的
に
見

て
類
ま
れ
な
価
値
が
あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
が
定
め
る

「
登
録
基
準
」
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

小
笠
原
の
場
合
、
海
洋
島
と
い
う
独
特
の
島 

し
ょ
生
態
系
を
有
し
て
い
る
こ
と
や
、
多
く
の
固

有
種
、
希
少
種
が
生
息
・
生
育
し
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
て
お
り
、
小
笠
原
諸
島
の
ほ
ぼ
全
て
の

島
々
が
検
討
対
象
に
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 

た
だ
し
、
詳
細
な
登
録
地
域
の
選
定
を
行
な
う

に
は
、
各
地
域
の
自
然
環
境
が
登
録
基
準
に
適
合

し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
査
・
検
討
し
、
そ
の
根

拠
を
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

今
後
、
国
や
東
京
都
を
中
心
に
こ
れ
ら
の
作
業

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

《
参
考
》
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
基
準 

（ア）
生
態
系 

現
在
も
進
行
中
の
生
物
の
進
化
や

生
物
群
集
の
見
本
と
な
る
よ
う
な
、
極
め
て
特

徴
の
あ
る
生
態
系
を
有
す
る
地
域 

（イ）
自
然
景
観 

ひ
と
き
わ
優
れ
た
自
然
美
を
持

っ
た
自
然
現
象
や
景
観
を
有
す
る
地
域 

（ウ）
生
物
多
様
性 

絶
滅
危
惧
種
の
生
息
地
や
、
生

物
多
様
性
の
保
全
上
最
も
重
要
な
生
物
が
生

息
・
生
育
す
る
地
域 

②
保
護
担
保
措
置 

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
は
、
単
に
登
録
基

準
を
満
た
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
に
わ

た
っ
て
保
護
す
る
た
め
の
法
的
な
し
く
み
（保
護

担
保
措
置
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
屋
久
島
や
白
神
山
地
、
推
薦
さ
れ
た
知
床
の
各

地
域
で
は
、
国
立
公
園
の
指
定
地
や
国
有
林
の
森

林
生
態
系
保
護
地
域
な
ど
、
す
で
に
法
的
な
保
護

規
制
が
行
な
わ
れ
て
い
る
地
域
の
中
か
ら
登
録
地

が
決
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

小
笠
原
に
お
い
て
も
、
昭
和
47
年
の
国
立
公
園

の
指
定
を
は
じ
め
、
南
硫
黄
島
の
原
生
自
然
環
境

保
全
地
域
の
指
定
や
、
小
笠
原
国
設
鳥
獣
保
護
区

の
設
定
、
母
島
東
岸
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の

設
定
な
ど
、
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
に
よ
っ
て

自
然
環
境
の
保
護
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
中
で
も
、
南
硫
黄
島
の
原
生
自
然
環
境
保

全
地
域
や
、
母
島
東
岸
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域

（国
有
林
）、
国
立
公
園
の
「特
別
保
護
地
区
」や
、

そ
れ
に
準
ず
る
「第
１
種
特
別
地
域
」に
つ
い
て
は
、

す
で
に
厳
正
な
保
護
管
理
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、

世
界
遺
産
と
し
て
の
一
定
の
保
護
要
件
を
満
た
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

し
た
が
っ
て
、
小
笠
原
が
世
界
遺
産
に
推
薦
さ

れ
る
場
合
も
、
こ
れ
ら
の
地
域
を
中
心
と
し
た
国

立
公
園
区
域
を
も
と
に
、
自
然
環
境
や
土
地
利
用

の
状
況
な
ど
を
調
査
し
、
登
録
範
囲
の
検
討
が
進

め
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
こ
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
、
住
民
の
生
活
や
産
業
と
の
調
整
、
小

笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
と
の
整
合
、
航
空
路
開

設
と
の
両
立
な
ど
、
社
会
的
な
諸
条
件
に
つ
い
て

も
、
国
や
東
京
都
な
ど
関
係
機
関
と
十
分
調
整
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

企
画
課
企
画
係 

 

２
―
３
１
２
０ 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
５ 

「個
体
識
別
番
号
♯
30
の
出
産 

子
供
は
ど
こ
に
？
」 

 

個
体
識
別
番
号
♯
30
は
、
８
年
も
前
か
ら
小
笠
原

で
確
認
さ
れ
て
い
る
大
人
の
メ
ス
イ
ル
カ
。
右
胴
体

に
白
い
大
き
な
斑
が
２
つ
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。 

                              

今
年
の
９
月
28
日
に
お
腹
が
大
き
く
、
妊
娠
中
で

あ
る
こ
と
が
判
明
。
イ
ル
カ
調
査
隊
員
た
ち
は
「
い

つ
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
や
き
も
き
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
イ
ル
カ
の
ガ
イ
ド
さ
ん
が
10
月
12
日
に

新
生
児
イ
ル
カ
を
連
れ
て
い
る
♯
30
を
発
見
。
み
ん

な
ん
で
出
産
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ガ
イ

ド
さ
ん
が
授
乳
し
て
い
る
の
を
確
認
し
、
順
調
に
育

っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
10
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
新
生
児
イ
ル
カ

が
♯
30
の
近
く
に
い
な
い
こ
と
が
噂
に
。
イ
ル
カ
調

査
隊
の
調
査
で
も
11
月
６
日
に
♯
30
を
発
見
し
ま

し
た
が
、
周
辺
に
新
生
児
ら
し
き
イ
ル
カ
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

御
蔵
島
の
イ
ル
カ
調
査
で
は
、
出
産
後
の
子
ど
も

イ
ル
カ
が
１
年
間
の
う
ち
に
行
方
不
明
に
な
っ
て
し

ま
う
率
（死
亡
率
）は
12
％
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
気
に
な
る
子
供
の
行
方
…
、
元
気
で
生

き
て
い
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
…
。 

 

第
33
回
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（
勉
強
会
） 

 

「
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
戦
略
」 

 

【
日
時
】
12
月
上
旬 

 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
プ

リ
タ
ー
認
定
講
習
は
１
月
に
開
催
予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

        

♯３０と新生児イルカ（左下） 
 

（新生児イルカの写真は、（有）父島タクシー増富真美さん提供）
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小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

推
進
委
員
会
の
コ
ー
ナ
ー 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め
パ
ー
ト
42 

― 

村
内
に
あ
る
自
主
ル
ー
ル 

パ
ー
ト
３ 

― 
  

今
回
は
、
東
京
都
版
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
自
主 

ル
ー
ル
（適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
）に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。 

 

適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
は
、
平
成
14
年
９
月
に
東

京
都
と
小
笠
原
村
が
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
、
平
成

15
年
の
４
月
か
ら
南
島
と
母
島
石
門
で
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
に
は
南
島
と
母
島
石
門
で
共
通

に
適
用
さ
れ
る
「
共
通
ル
ー
ル
」
と
そ
れ
ぞ
れ
別
の

「
個
別
ル
ー
ル
」
が
あ
り
ま
す
。 

【
共
通
ル
ー
ル
（抜
粋
）】 

○
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
の
指
示
に
従
う
。 

 

○
定
め
ら
れ
た
経
路
以
外
を
利
用
し
な
い
。 

 

○
動
物
、
植
物
、
種
子
、
昆
虫
な
ど
の
移
入
種
を

持
ち
込
ま
な
い
。 

○
動
物
に
え
さ
を
与
え
な
い
。 

【
南
島
・
個
別
ル
ー
ル
（抜
粋
）】 

○
最
大
利
用
時
間
は
２
時
間 

○
１
日
当
た
り
の
最
大
利
用
者
数
は
１
０
０
人 

○
年
３
か
月
間
の
入
島
禁
止
期
間
の
設
定 

○
ガ
イ
ド
１
人
が
担
当
す
る
利
用
者
数
の
上
限
は

15
人 

【
母
島
石
門
・
個
別
ル
ー
ル
（抜
粋
）】 

○
１
日
当
た
り
の
最
大
利
用
者
数
は
50
人 

○
鍾
乳
洞
は
立
ち
入
り
禁
止 

○
ガ
イ
ド
１
人
が
担
当
す
る
利
用
者
数
の
上
限

は
５
人 

 

適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
の
全
文
は
、 

http://w
w
w
2.kankyo.m

etro.tokyo.jp/sizen/ogas

aw
ara/eco-kaishi/rule/syousai-rule.htm

 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

持
続
的
な
地
域
の
自
然
文
化
の

保
護
と
そ
の
観
光
利
用
の
両
立
を
図
っ
て
地
域
振

興
す
る
と
い
う
考
え
方
。 

◎
東
京
都
環
境
功
労
者
表
彰
を
受
賞 

 

当
委
員
会
が
東
京
都
環
境
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。
11
月
８
日
、
小
笠
原
支
庁
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
福
永
副
知
事
よ
り
表
彰
状
と
副
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

日
ご
ろ
か
ら
当
委
員
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
村
民
や
関
係
団
体
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
事
務
局 

（
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会
内
） 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
42 

 
― 
過
去
最
高
の
産
卵
巣
数
を
記
録
！ 

― 
  

よ
う
や
く
肌
寒
く
な
っ
て
き
た
今
日
こ
の
ご
ろ
。

す
で
に
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
見
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
が
、
我
々
は
や
っ
と
今
夏
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の

産
卵
巣
数
を
ま
と
め
終
え
た
ば
か
り
で
す
。 

今
年
の
ウ
ミ
ガ
メ
シ
ー
ズ
ン
は
、
５
月
の
台
風
２

号
に
は
じ
ま
り
、
10
月
の
24
号
ま
で
、
天
候
に
振

り
回
さ
れ
続
け
ま
し
た
。
台
風
の
直
撃
こ
そ
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
連
続
し
て
近
く
を
通
り
過
ぎ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
の
で
、
東
か
ら
の
波
風
は
ず
っ
と
収

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
た
め
、父
島
列
島
で
は
、

本
来
船
で
産
卵
浜
に
調
査
に
行
く
と
こ
ろ
も
、
時
間

を
か
け
て
の
徒
歩
に
よ
る
調
査
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

り
、
風
と
波
の
合
間
を
縫
っ
て
船
を
走
ら
せ
た
り
と

苦
労
の
連
続
で
、
11
月
７
日
に
よ
う
や
く
調
査
を
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
母
島
列
島
で
は
、
天

候
と
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず
、
上
陸
で
き
な
い
浜

を
残
し
た
ま
ま
11
月
13
日
に
最
後
の
調
査
を
終
え

ま
し
た
。 

内
地
で
は
こ
れ
ら
の
台
風
に
よ
り
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ

メ
が
主
な
産
卵
地
と
し
て
い
る
御
前
崎
周
辺
か
ら
、

和
歌
山
、
四
国
、
九
州
な
ど
の
産
卵
浜
に
大
き
な
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。 

小
笠
原
で
も
内
地
ほ
ど
の
大
き
な
被
害
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、高
波
に
よ
り
巣
が
砂
ご
と
流
出
し
た
り
、

水
没
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

こ
の
数
は
海
況
の
悪
さ
に
比
べ
て
予
想
以
上
に
少
な

く
、
明
ら
か
に
水
を
か
ぶ
っ
て
い
る
位
置
の
産
卵
巣

で
も
、
無
事
に
ふ
化
し
た
あ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。 

産
卵
巣
は
、
母
ガ
メ
が
上
陸
し
た
足
跡
を
ひ
と
つ

の
大
き
な
手
が
か
り
と
し
て
探
し
ま
す
。
定
期
的
に

調
査
を
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
足
跡
を
見
逃
す
こ
と

な
く
、
巣
の
発
見
に
容
易
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。し
か
し
、こ
の
よ
う
に
高
波
が
続
い
た
場
合
、

ま
ず
定
期
的
に
調
査
に
行
く
こ
と
は
不
可
能
で
、
足

跡
も
波
風
に
よ
り
消
え
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
巣
を

見
つ
け
る
こ
と
が
困
難
な
浜
も
出
て
き
ま
す
。 

そ
ん
な
今
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
が
、
父
島
列
島
の
産

卵
巣
の
数
は
７
９
５
巣
と
な
り
、
過
去
最
高
数
を
記

録
し
ま
し
た
。
図
が
示
す
と
お
り
、
父
島
列
島
の
産

卵
数
は
少
し
ず
つ
で
す
が
、
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。 

 

高
波
の
中
を
上
陸
し
、
産
卵
す
る
親
ガ
メ
。
波
を

か
ぶ
っ
て
も
ふ
化
し
て
い
た
子
ガ
メ
。
今
夏
は
、
カ

メ
の
生
命
力
の
強
さ
を
、
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
シ
ー

ズ
ン
で
し
た
。 

【
お
知
ら
せ
】 

12
月
22
日
ま
で
改
装
工
事
の
た
め
、
展
示
館
を

閉
館
し
て
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
し
ば
ら
く
の
間

ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。な
お
、工
事
期
間
中
も
、

カ
メ
の
飼
育
水
槽
は
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
通
用

門
を
ご
利
用
の
上
、
今
ま
で
ど
お
り
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
今
月
23
日
に
は
、
開
館
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 
 
 

http://bonin-ocean.net 
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今今月月号号はは、、先先月月1133日日にに岡岡山山県県玉玉野野市市でで行行わわれれたたＴＴＳＳＬＬのの進進水水式式のの模模様様をを中中心心ににおお届届けけししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                                                           

          

                                  

                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●問合せ先 企画課 ２－３１２０  

ＴＴＴＳＳＳＬＬＬ   コココーーーナナナーーー   ＶＶＶＯＯＯＬＬＬ．．．４４４   
● ＴＳＬの完成時期が延期になりました。 

● ＴＳＬの命名・進水式が、三井造船(株)玉野事業所で盛大に行われました。 

前々号でもお伝えした台風１６号による高潮の影響で、ＴＳＬに搭載する機械類が浸水す

る被害がありました。これまで被害状況の技術的な確認等を行っていたところ、一部の機械

は製造し直す必要があることが判明しました。製造には相当の時間を要するため、ＴＳＬの

完成（引き渡し）は平成１７年１０月３１日に延期になりました。 

このことを含め、「SUPER LINER OGASAWARA」に関する村民説明会を、国土交通省や小笠

原海運など関係者の出席を得て以下の日程で開催します。 

父島：１２月３日（金）午後７時～８時３０分（地域福祉センター） 

母島：１２月４日（土）午後７時～８時３０分（村民会館） 

11 月 13 日、秋晴れの下、

待望の進水式のはじまり。 

関係者以外にも一般見学者が

2,000人も訪れ、会場は熱気に

包まれていたよ。TSLへの関心

の高さが伺えるね。 

石原東京都知事夫人により TSL が

正式に「SUPER LINER OGASAWARA」

と命名され、支綱の切断でシャンパ

ン、くす玉が割られると、巨大な船体

がゆっくりと動き出したんじゃ。 

そりゃーすごい迫力じゃった。 

小笠原の青い海には白

い船体がもっと良く似合

うたい。二見湾に入港する

雄姿を思い浮かべてます

ます期待が膨らむばい。 



高校図書館開放（17:30～20:00） 高校図書館開放（17:30～20:00） 施　設

 月　日

入港日 入港日 １２／２８（火） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり

乳幼児健診・歯科健診（母島） 耳鼻咽喉科専門診療（母島 ～17） ２９（水） 休 休 休 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり

定期予防接種（三種混合、風疹、 都道リフォームの社会実験（実験の実施） ３０（木） 休 休 休 平常どおり 全域収集 平常どおり 平常どおり

麻疹、日本脳炎） 東京三弁護士会法律相談（母島） ３１（金） 休 休 休 平常どおり 休 休 休

スーパーライナーおがさわら １／１（土） 休 休 休 平常どおり 休 休 休

村民説明会（父島） 東京三弁護士会法律相談（父島） ２（日） 休 休 休 平常どおり 休 休 休

小児科専門診療 ３（月） 休 休 休 平常どおり 休 休 休

パスポート交付（父島） ４（火） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 全域収集 平常どおり 平常どおり

高校図書館開放（14:00～16:30）

スーパーライナーおがさわら

村民説明会（母島） 出港日 施　設

乳幼児健診・歯科健診（父島）  月　日

パスポート交付（母島） 母島巡回労働相談 １２／２８（火） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり

高校図書館開放（14:00～16:30） ２９（水） 休 休 休 平常どおり 平常どおり

３０（木） 休 休 休 休 休

出港日 ３１（金） 休 休 休 休 休

原付運転免許試験申込締切 村民意見・提案・相談・受付窓口 １／１（土） 休 休 休 休 休

父島ノヤギ駆除 ２（日） 休 休 休 休 休

小笠原高校コンピュータ講座申込締切 ３（月） 休 休 休 休 休

高校図書館開放（17:30～20:00） ４（火） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり

　父島・母島：コンテナ回収物（金属類、空き缶、空きびん、ペットボトル、有害物、危険物）

入港日

父島ノヤギ駆除 粗大ごみ収集（母島）

高校図書館開放（17:30～20:00）

村立学校終業式

入港日

高校図書館開放（14:00～16:30）

耳鼻咽喉科専門診療（父島 11,13,14）

出港日

街並み景観を考える会

原付運転免許試験 平成16年度固定資産税第3期納期限

高校図書館開放（14:00～16:30）

出港日

都道リフォームの社会実験（実験の準備）

3 金

2 木

4 土

父 　　　　島

27 月

22 水

行　事 予　定日付 曜日日付 曜日 行　事　予　定

151 水

日

金

火

水

16 木

21 火

19 日

5

12

水8

10

11 土

6 月

7

　年末年始の村役場・村営施設の業務は上記一覧表のとおりとなります。

　なお、診療所での急患対応は、年末年始を問わず１１９番で取り扱います。

31 金

29 水

23 木

火

25

　

平
常
ど
お
り

（

利
用
申
し
込
み
は

　
1
2
月
2
8
日
ま
で
）

　母島：ごみ収集（生ごみ、焼却ごみ）

母島支所 診療所 村民会館
評 議 平
運 動 場

　

平
常
ど
お
り

（

利
用
申
し
込
み
は

　
1
2
月
2
8
日
ま
で
）

母　　　　　島

ごみ収集
コンテナ
回 収 物

9 木

13 月

日

14 火

26 日

30 木

28

17 金

土18

年末年始の村役場・村営施設の業務日程

村役場 診療所
地域福祉
センター

奥村運動場
扇浦交流
センター

焼却ごみ
収    集

コンテナ
回 収 物

父島クリー
ンセンター
（持ち込み含
む）

土

20 月

24 金

天皇誕生日

入・出港日


